
信 毎 こど も 記 者 ニ ュー ス ２０１6年（平成２8年）12月10日（土曜日）
正解は Ｂ．108回
せ い か い

ね ん が じ ょう

インドネシアのまんが学校で校長先生をしている長野市

出身のまんが家、 を、

夏休みに開きました。二人一組になって、役割分担しなが

ら一つの作品を完成させたこども記者。茶花ぽこさんは

「みなさんのパワーと集中力にエールを送りたい！」と感

激していました。

８
月
2
0
日
付

北佐久郡軽井沢町で、狂言師の

しました。狂言は難しそうなイメージもあ

ると思いますが、ふつうの人の日常などを題材にした「笑

い」が特ちょう。「狂言をどのように見たらいい？」とい

うこども記者の質問に、萬斎さんは「言葉をよく聞き、動

きをよく見て想像力を働かせて見て」と答えてくれました。

９
月
３
日
付

毎朝届く信濃毎日新聞は、みんながねむっている夜遅く

に印刷されています。その

を、夜中に集まってくれたこども記者が取材。

毎朝きちんと新聞が届くために、たくさんの人が仕事をし

ていることや、さまざまな技術を使っていることなどを記

事にまとめてくれました。

1
0
月
1
5
日
付

８月は、戦後71年の節目に合わせ、 につ

いて考える紙面をつくりました。旧上伊那図書館の建物を

改装して今も使っている伊那市創造館では、「墨ぬり」さ

れた戦時中の教科書や写真などを見て、戦争の時代に何が

あったのかを取材しました。ともに元教員の春日博人さん

と伊藤元郎さんからも話を聞きました。

８
月
1
3
日
付

めざせ全国一

俳句と写真のコラボレーション
は い く せ ん し ゅ け ん

信濃毎日新聞社は、写真と俳句をかけ合わせる「フォ

ト×俳句」の全国選手権を毎年開いています。上位

作品を信毎紙上と選手権ホームページに掲載します。高
け い さ い

校生以下を対象とした もあるので、ぜ

ひチャレンジしてね。

【応募について】
お う ぼ

自分の好きなテーマで、写真をとって俳句もつくる「自

由題」を募集しています。グランプリ１点ほか、各賞を
ぼ しゅう

選出。１人５作品まで応募できます。審査員は写真家の
し ん さ

中谷吉隆さん、俳人の坊城俊樹さんの２人と、高校生以
な か た に よ し た か は い じ ん ぼ う じ ょ う と し き

下対象のジュニア部門は俳人の神野紗希さんが担当しま
こ う の さ き

す。

【表彰】
ひょうしょう

応募作品のうち、高校

生以下から選考する

「ジュニアグランプリ」

１点には賞状と図書カー
しょうじょう

ド（１万円）が贈られ
お く

るよ。

【しめ切り】

2017年１月31日（火）

必着

【発表】2017年２月（予定）

【問い合わせ】信濃毎日新聞社読者センター

「フォト×俳句選手権」事務局

電話 026-236-3110

ぼ し ゅ う

読
者のみんなからの年賀状をぼ集して、来年１月

のこども新聞でしょうかいします。だれにあて

て書いてもいいし、来年の目標や決意を書いてくれ

るのもかんげいします。新しい年の始まりに、楽し

く元気が出るような年賀状を待っています。送って

くれた全員に、こども新聞から年賀状が届くよ。こ
と ど

ども新聞編集部も、みんなに楽しんでもらえるよう
へ ん し ゅ う

な年賀状を考えます！

たとえば…

■来年がんばりたいことや楽しみにしていること

■来年の「酉年」にちなんだ内容やデザイン
と り な い よ う

■こども新聞への希望や注文

■こども新聞でおなじみのキャラクターたちへの

メッセージ など

【注意】

なるべく年賀用のはがきではなく、ふつうのはが

きを使ってください。

※表面に「年賀」の文字は入れないでね。

表面に、①郵便番号②住所③名前④ペンネーム（使

いたい人）⑤学年⑥電話番号を書いて、

１２月２４日（土）までにポストに入れてね。

送り先 信濃毎日新聞社

読者センター

こども新聞編集部

〒380-8546

長野市南県町６５７

☆年賀状を送ってくれたら、１ポイント。

５ポイントでなーのちゃんランチボックスをプレゼント！

※信毎こども記者クラブでは、アンケートな

どに答えてくれたこども記者に１ポイントず

つ、つけています。ポイント加算対象かどう

かは、アンケートの用紙やはがきに書いてい

るのでチェックしてね。

溝口桃子さん 長野県伊那市

第6回全国フォト×俳句選手権
ジュニアグランプリ

応募方法など詳しい内容は同

お う ぼ ほ う ほ う
く わ

な い よ う ど う

封の「募集要項」をみてね

ふ う
ぼ しゅう よ う こ う

取
材教室「世界を感じよう！ 軽井沢国際カーリング」

を12月18日（日）に開きます。「軽井沢国際カーリン

グ選手権」（12月15日～18日）の男子決勝戦を観戦。2018年

の韓国・平昌オリンピック出場を目指す「ＳＣ軽井沢クラブ」
か ん こ く ピョンチャン

など、出場チームの選手にインタビューもします。初心者の

人にも分かるよう、決勝戦の前にルールや観戦のポイントを

説明します。

【日時】 2016年12月18日（日）午前１１時～午後３時半
※解散後、それぞれで女子の決勝戦（午後３時から予定）と表彰式を見ることもできます。

※今回は、カーリング体験はありません。

【場所】 軽井沢アイスパーク（北佐久郡軽井沢町）

【定員】 小学生１０人程度（先着順）

【しめ切り】 12月12日（月）必着 参加無料

【申し込み】

郵便番号、住所、名前とふりがな、学年、電話番号、保護者名を記入して、

メール（e-chiiki@shinmai.co.jp）かファクス（０２６・２３６・３１９３）のいずれかで

信濃毎日新聞社読者センター「カーリング取材教室係」へ申し込んでください。

問い合わせは信毎読者センター（☎０２６・２３６・３１１０）へ。

取材教室

「世界を感じよう！ 軽井沢国際カーリング」
か る い ざ わ こ く さ い

グッドちゃん

トリに仮装した
キャット

バットくん
つつみん

しんたろう
先生

ＳＣ軽井沢クラブ


